
フジコナカイガラムシ 
英名 ：Japanese mealybug 

学名 ：Planococcus kuraunhiae (Kuwana) 

  

枝幹部に寄生する幼虫 枝幹部に寄生する雌成虫（卵塊を抱えている） 

生態と防除 

発育経過 ： 雌・・・卵→幼虫（３齢）→成虫（無翅） 

雄・・・卵→幼虫（２齢）→前蛹→成虫（有翅、１対）  

加害部位 ： 枝、果実、葉  

越冬形態・越冬場所 ： 主に２齢幼虫が枝の粗皮の隙間などで越冬する 

年間発生回数 ： ３回  

防除時期 ： 露地では６月下旬、８月中旬 

防除対策 ： 露地での発生は少なく、加温ハウスでの発生が多い。１齢幼

虫孵化時期に登録のある薬剤で防除する。 

 


